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日本語話者は出来事の中に自分をおいて直接インタラクションすることで   
出来事を捉え、何かをとっかかり（トピック）にして話しをする。つまり、  
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出来事を参照点構造で把握する。（参照点・ターゲット型認知）  
（B）英語話者の出来事の捉え方（「場面外視点」）と言語表現：   
英語話者は場面の外に視点を置いて出来事を捉え、その場面の中の誰（ま  
たは何）に視点を置いて「AはBだ（AisB）」あるいは「AがBを～する   
（AdoB）」と表現する。つまり、出来事をトラジェクター／ランドマー   
ク認識する。．（仕／1m型認知）  
（濱田2011：73）  













（1）日英語話者の視点と認知プロセス   
（A）日本語話者は参照点構造で出来事を捉える。そのため、Salience  
principleの原理に従って出来事を言語化する。   





（2）salienceprinciple：   
human＞non－human，Whole＞part，COnCrete＞abstract，Visible＞invisible  
（Langacker1993：30）  
（3）Figure／Groundの要因   
a．小さいものがFigure／大きなものがGroundとなりやすい。   
b．動的な存在がFigure／静的な存在がGroundとなりやすい。   
c．モノ的な存在がFigure／場所・空間的な存在がGroundになりやすい。   
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b．ImetHanakointhe station．   
また、このことに関して更に例を付け加えれば、日英語の住所の書き方もま  
さにこれと並行的である。  














72   
日英語話者の視点構図と言語表現（濱田英人）   
更にその次のターゲットが認識されるという認知の仕方である。  












（7）a．ステファニーは家に戻ると、クリストファーに電話した。   
b・WhenStephaniecamebackhome，ShecalledChristopher．   
C・StephaniecalledChristopherwhenshecamebackhome．   
d・When垂竪Camebackhome，Stephaniecal1edChristopher．（逆行代名詞）  
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仲）  
・；′一≡±「モ±  
eventl event2  
、、′‘＞ ①  C：概念化者（話者）  
（ibid．：78）  
Figure 3 











b．Ibrokethe machine．  
Figure4  
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（9）a．豆まき（豆をまく）   
b，靴磨き（靴を磨く）   
c．草刈り（草を刈る）   
d．くじ引き（くじを引く）   
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によって）好まれる言い回し〉（‘fashion ofspeaking，：Whorf（1956［1939］：   
158，159）と呼びうるような形で、多かれ少なかれ慣習化したものとして扱  
われうるようになるだろう。  
（地上2011：59）   
それに対して英語話者が「場面外視点」で出来事を捉えるということは  
Langackerの「典型的事態のモデル」に関する次の主張からも明らかである。  
（9）The archetypalagentis a person who volitional1yinitiates physicalactivity   
resulting，through physicalcontact，in the transfbr ofenergy to an extema1  
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0bject．Its polar oppositeis an archetypalpatient，aninanimate o句ect that  
absorbs the energy transmitted via externallyinitiated physicalcontact and  
therebyundergoesaninternalchangeofstate・［・・・］Bycombiningcertainofthe  
models describedabove，We Obtainthe complex conceptualization sketchedin  
Fig．7．2，Whichmightbetermedthecanonicaleventmodel．Thestagemodel  
contributesthenotionofaneventoccurringwithinasettingand aviewer（Ⅴ）  
observ1ngitfrom an externalvantage polnt．Inherited丘om the billiard－ball  
modelis the minimalconceptlOn Ofan action chain，1n Which one discrete  
Objecttransmitsenergytoanotherthroughforcefu1physicalcontact・Moreover，  
theaction－Chainheadischaracterizedasanagent，anditstailasapatientthat  







初めて事態が概念的に自律的として認識されるのである。   
そして、このような認識の違いは次の（10）に示される「中間態（Middle  
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…  両  「見え」の範囲  
／／く   
「見え」の範囲  
Figu「e9   
∈）′′′′／  
l本多（2003，2005）は英語の中間構文について、動作主の存在を含意するがこれは中間構文   
がアフォーダンスの表現であることの必然的な帰結であり、明示されない中間構文の知覚   
者は話者または話者を含めた一般の人と解釈されるが、この話者から一般の人への拡張は   
観察点の公共性の現れであると述べている。  
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4．場面内視点・場面外視点から見えてくる日英語話者の世界の切り取り方  
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＜日本語話者＞  ＜英語話者＞  
（18）a．嬉しい  Iampleased  
b．退屈する  Iambored  












うだ、ようだ、らしい」等の表現が必要である。しかし、（20a－b）に示される   
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うまでもなく、＜主観的把握＞ 好みの話者であれば前者の方に、＜客観  
的把握＞ 好みの話者であれば後者の方に、それぞれ傾くであろうと予測  
することができる。一中略一 例えば、英語のkindは‘sayingordoing  
thingsthatshowthatyoucareaboutotherpeopleandwanttOhelpthemor  
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2 ここでの議論は尾上（2003）からも支持がえられる。尾上は「ラレル文」の事態をあえて個   
体の運動（動作や変化）として語らず、場における事態全体の出来、生起として語るとい   
う事態認識の仕方を表す文として特徴付けこれを「出来文」と呼んでいる。そして、意味   
そのものとしては必ずしも「出来文」把握を必要としない＜受身＞＜可能＞＜尊敬＞など   
の意味を、日本語では「事態全体の生起」スキーマを適用することによって言語的に実現   
するのであると主張している。  
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3次の（ia）と（ib）の違いは明らかに「が」格と「に」格の違いであり、「に」格の場合に「迷   
惑受身」と解釈されるのは、この与格が「利害関係」を表すことに起因していると考えら   
れる。   
（i）a．先生が来られた。（尊敬）  
b．先生亘来られた。（迷惑）   
つまり、「太郎は花子に本をあげた」における「花子に」は利害が及ぷ対象を表し、（ib）の   
「先生に」は概念主体に「被害」を与える主体という違いがあるが、「利害関係」を表し   
ている点では共通しているわけである。また、坪井（2003：53）は二格名詞句は主語との間   
の心理・感情面でのforce－dynamicな働きかけの側面を前景化すると述べている。  
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日英語話者の視点構図と言語表現（濱田英人）  
Figure14  
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／受動」の対立で捉えやすく、従って、「中動態」を表現しようとすると図15（a）、   
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